
1 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

２０１６年度決算報告 

 



2 

 

 

 



3 

 

 



4 

2016年度監査報告  

 

2017(平成 29)年７月 15日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

会長	 繁	 成	 	 剛	 様 

 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

2016年度(平成 28年度)監査報告書 

 

私たち監事は、当協会定款第 60 条の規定に基づき 2016事業年度(2016年 7月 1日より

2017年 6月 30日まで)の監査を実施したので、その方法および結果について以下の通り報

告します。 

 

１．	 監査の方法および内容 

	 各監事は、理事および事務局長と意思疎通を図り、理事会その他重要な会議・主催事業

に出席し、事業報告を受けるとともに会計帳簿ならびに決算書類につき閲覧調査しました。 

 

２．	 監査結果 

1)   業務執行状況について監査した結果、理事の職務は法令および当会の諸規定に則り

執行され、総会の決議した年間事業は概ね順調に実施されていたものと認めます。 

2)   決算報告書、証拠書類等について監査した結果、本会の財産は適正に管理されてい

たものと認めます。 

 

３．	 付帯意見 

1)    昨年度に比べ会費収入増、管理費節減となっており収支改善に努めようとされたこ

とがわかります。しかしながら、復興支援講習会の収入減少、災害対策委員会による

熊本支援事業の支出超過、理事会旅費支出（ただし、昨年度比 419,110 円減）等によ

り、予算決定時の約 69万円からさらに約 91万円赤字が増大する決算となりました。 

2)   新しい事業を含め当協会ならではの意義深い事業を展開されていることは確かです

が、事業を継続するためにも、さらなる事業費・管理費縮減や会費値上げを含め、収

支のバランスを取るための具体策を早急に検討されることを希望します。 

 

監事	 	 相川	 孝訓  印 

監事	 	 赤澤	 康史	 印 


